
1 
 

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業 

(難治性疾患政策研究事業) 総括研究年度終了報告書 

 

強皮症･皮膚線維化疾患の診断基準･重症度分類･診療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

に関する研究 

 

研究代表者 尹 浩信 熊本大学大学院生命科学研究部皮膚病態治療再建学講座 教授 

研究分担者 浅野善英 東京大学医学部附属病院皮膚科 准教授 

研究分担者 石川 治  群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学 教授 

研究分担者 川口鎮司 東京女子医科大学リウマチ科 臨床教授 

研究分担者 桑名正隆 日本医科大学大学院医学研究科アレルギー膠原病内科学分野 教授 

研究分担者 後藤大輔 筑波大学医学医療系内科 准教授 

研究分担者 神人正寿 和歌山県立医科大学医学部皮膚科学 教授 

研究分担者 竹原和彦 金沢大学医薬保健研究域医学系皮膚分子病態学 教授 

研究分担者 長谷川稔 福井大学医学部感覚運動医学講座皮膚科学 教授 

研究分担者 波多野将 東京大学大学院医学系研究科重症心不全治療開発講座 特任准教授 

研究分担者 藤本 学 大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学皮膚科学 教授 

研究分担者 牧野貴充 熊本大学病院皮膚科・形成再建科 講師 

研究分担者 山本俊幸 福島県立医科大学医学部皮膚科 教授 

研究協力者 麦井直樹 金沢大学附属病院リハビリテーション部 作業療法士 

協力者   佐藤伸一 東京大学医学部附属病院皮膚科 教授 

 

Ａ. 研究目的 

 2004 年に厚生労働省強皮症調査研究班に

より「強皮症における診断基準・重症度分

類・治療指針」が作成され、2007 年に改訂

された。2010 年には EBM に基づいた「全

身性強皮症診療ガイドライン」が公表され

た。欧米の全身性強皮症の診断基準の改定

および治療の変化に対応するため、我々は

「全身性強皮症・限局性強皮症・好酸球性筋

膜炎・硬化性萎縮性苔癬の診断基準・重症度

分類・診療ガイドライン」を完成させ、2016

年に発表した。我々の策定した全身性強皮

症・限局性強皮症・好酸球性筋膜炎・硬化性

萎縮性苔癬の診断基準・重症度分類・診療ガ

イドラインの妥当性を評価し、これらの診

断基準・重症度分類・診療ガイドラインの次

回改訂にむけて検討を行う。 

 

Ｂ. 研究方法 

 各疾患、各臓器毎に分担研究者・研究協力

者の中からエキスパートを選出し、担当を

決定した。班会議、メール会議を頻回に行い、
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今年度は昨年度に引き続き全身性強皮症診

断基準の妥当性に関する検討、全身性強皮

症の各臓器毎に重症度分類の妥当性・有用

性に関する検討を行った。また、全身性強皮

症のアンケート調査を行い、症例数、診断基

準、重症度分類に関する検証を行った。さら

に限局性強皮症・好酸球性筋膜炎・硬化性萎

縮性苔癬のアンケート調査の結果をもとに

診断基準、重症度分類に関する検証を行っ

た。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究に関し、倫理面で特に問題となる点

はない。 

 

Ｃ. 研究結果 

 全身性強皮症の診断基準に関しては臓器

毎、各疾患毎に感度・特異度について検証を

行った。これまで用いられてきた診断基準

によって全身性強皮症と診断された患者に

ついて各班員の所属する大学病院を受診し

た外来患者について 2016 年に我々が策定

した診断基準に当てはめることにより感度

を検討した。また、全身性強皮症と他の膠原

病において新しい診断基準によって全身性

強皮症を正確に判定できるか定量的に検証

した。早期分類基準については手指の診察、

ダーモスコピーによる爪郭部毛細血管観察、

抗核抗体および SSc 関連自己抗体（抗

topoisomerase I 抗体、抗セントロメア抗体、

抗 RNA ポリメラーゼ III 抗体、抗 U1RNP

抗体）の測定を実施した。全身性強皮症診断

基準を満たさなかった症例について、どの

項目を満たさなかったか検討し、評価した。

また、我々が策定した診断基準によって全

身性強皮症と診断された患者および全身性

強皮症以外の膠原病患者のうち抗ARS抗体

陽性の患者について検出し、その病態の検

討を行った。また、各班員の所属する機関を

中心に症例を集積し、皮膚硬化や肺機能を

含む臨床症状の発症頻度や経時的変化を解

析するとともに、早期重症例患者について

は１年毎の追跡調査を行った。 

 全身性強皮症の診療を行っていると考え

られる拠点病院を中心に全国アンケート調

査を実施し、症例数を調査するとともに診

断基準、診療ガイドラインの認知度を検証

した。   

 次に限局性強皮症・好酸球性筋膜炎・硬化

性萎縮性苔癬の症例数、診断基準、重症度分

類は、各疾患毎の診断基準・重症度分類・診

療ガイドラインの認知度について各施設か

らの回答に基づき分析を行った。さらに限

局性強皮症・好酸球性筋膜炎・硬化性萎縮性

苔癬については、昨年度実施した各疾患毎

の診断基準・重症度分類・診療ガイドライン

に関するアンケート調査に対する各施設か

らの回答に基づき各疾患の実態を把握する

とともに予後や QOL の改善を目的として

分析を行った。さらに各疾患の診断基準、重

症度分類、診療ガイドラインが役に立った

という評価をしなかった施設に対し追加ア

ンケートを実施した。 

 

Ｄ. 考 案 

 今回の検討において我々の策定した 2016
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年診断基準と 2013 年 ACR/EULAR 分類基

準が 2010 年厚生労働省 SSc 診断基準より

も高い感度を示した。 

 2010 年厚生労働省診断基準に対する改訂

で、我々が新たに加えた「爪郭部毛細血管異

常」の項目が、診断基準の特異度を維持しつ

つも感度を上げるという目的に有用に働い

たことが確認できた。早期の症例について

も皮膚硬化を伴わない症例について検証を

行い、我々の策定した基準が SSc に進展す

る早期例を把握できる可能性があることを

確認した。 

 全身性強皮症の全国アンケート調査の結

果、診断基準について皮膚科施設の認知度

は 88％、実際の臨床で役立った割合は 54％

であった。リウマチ科施設の認知度は 92％、

実際の臨床で役立った割合は 54％でありほ

ぼ同一の結果となった。一方、診療ガイドラ

インについて皮膚科施設の認知度は 88％、

実際の臨床で役立った割合は 54％であった。

リウマチ科施設の認知度は 85％、実際の臨

床で役立った割合は 51％であった。診断基

準および診療ガイドラインの認知度は高い

ものの、実際の臨床の現場での有用性が低

く留まった点には、皮膚硬化の定量的評価

が困難であること、難治性の症状であり、既

存の治療法では不十分であることが影響し

ていると考えられた。アンケート調査で浮

き彫りになった課題について今後の改訂に

反映させる必要がある。 

 

Ｅ. 結 論 

 我々が 2016年に策定した全身性強皮症の

診断基準は、2010 年厚生労働省 SSc 診断基

準よりも各臓器ともに感度・特異度ともに

優れていた。重症度分類についても各臓器

ともに予後予測の指標として有用であると

考えられた。早期例・軽症例については症例

数が少なく検証が不十分であるが、早期治

療が全身性強皮症の治療経過を大幅に改善

することからも検証を続け、早期例・軽症例

の感度・特異度を高める必要がある。 

限局性強皮症・好酸球性筋膜炎・硬化性萎縮

性苔癬のアンケート調査を通じて診断基準、

重症度分類、診療ガイドラインの次の改訂

点が示唆されたことから同様のアンケート

調査を今後も実施していく必要がある。 

 

Ｆ. 健康危険情報 

 特になし 
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信 。 「 下 腿 に 生 じ た clear cell 

acanthoma の 1 例」2019.6.6-9 第 118

回日本皮膚科学会総会（名古屋） 

21. 丸田志野、伊方敏勝、岡本 健、尹 浩

信。「糖尿病性潰瘍に人工血管腸管内穿

破を合併した 1 例」2019.6.6-9 第 118

回日本皮膚科学会総会（名古屋） 

22. 野口博光、松本忠彦、比留間政太郎、加

納 塁、福島 聡、尹 浩信。「ホスラ

ブコナゾールで治療した Candida 

parapsilosis による真菌性黒色爪」 

2019.6.6-9 第 118 回日本皮膚科学会

総会（名古屋） 

23. 宮下加奈子、工藤恵理奈、松尾敦子、城

野昌義、野口博光、松本忠彦、比留間政

太郎、尹 浩信。「ボリコナゾールで治

療した Exophiala jeanselmei による黒

色菌糸症」2019.6.6-9 第 118 回日本皮

膚科学会総会（名古屋） 

24. 中島聡子、宮下 梓、木村俊寛、岡本真

一郎、尹 浩信。「ステロイド投与中に

アスペルギルスと結核菌による日和見

感染症を合併した 1 例」2019.6.6-9 第

118 回日本皮膚科学会総会（名古屋） 

25. 金丸 央、佐藤 荘、福島 聡、尹 浩

信、審良静男。「皮膚科疾患における転

写因子 BATF ファミリーの意義とその

応用」2019.6.6-9 第 118 回日本皮膚科

学会総会（名古屋） 

26. 梶原一亨、尹 浩信。「乳房外パジェッ

ト病における血清 cell free DNA 濃度

についての検討」2019.6.12-14 日本

がん分子標的治療学会学術集会（大阪） 

27. 本多教稔、福島 聡、尹 浩信。「ステ

ロイドパルス療法で改善した減汗性コ

リン性蕁麻疹の 1 例」2019.6.14-16 第
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68 回日本アレルギー学会学術大会（東

京） 

28. 福島 聡、本多教稔、尹 浩信。「デュ

プリマブによって多形紅斑型中毒疹を

生じた 1 例」2019.6.14-16 第 68 回日

本アレルギー学会学術大会（東京） 

29. katsunari Makino, Jinnin Masatoshi, 

Hironobu Ihn.  The role of microRNA 

let-7a to the excessive production of 

type I collagen in systemic 

sclerosis.2019.7.17-19 第 21 回日本

RNA 学会（東京） 

30. 渡邉千夏、本多教稔、金澤早織、福島 

聡、尹 浩信。「成人発症の多発した

tufted angioma の 1 例」2019.7.27-28 

第 37 回日本病皮膚科学会総会・学術大

会（熊本） 

31. 金丸 央、佐藤 荘、福島 聡、尹 浩

信、審良静男。「転写因子 BATF2 の IL-

12p40発現促進機構」2019.8.21-23 第

23 回日本がん免疫学会総会（高知） 

32. 栗山春香、福島 聡、木村俊寛、石橋卓

行、門久美菜、久保陽介、中原智史、宮

下 梓、猪爪隆史、塚本博丈、Zhang 

Rong、植村靖史、千住 覚、西村泰治、

尹 浩信。「悪性黒色腫に対する 4-1BB

リガンド導入 iPS 細胞由来ミエロイド

ラインを用いた免疫療法」2019.8.21-

23 第 23 回日本がん免疫学会総会（高

知） 

33. 中原智史、田中憲一郎、梶原一亨、増口

信一、尹 浩信。「下半身不随の方に発

症した臀部の褥瘡感染〜2 症例の治療

経過と差異〜。2019.8.23-24 第 21 回

日本褥瘡学会学術集会（京都） 

34. 梶原一亨、金澤早織、渡邉千夏、城野剛

充、尹 浩信。「インフリキシマブ投与

中に肺クリプトコッカス症を合併した

乾癬性関節炎の 1 例」2019.8.30-31 第

34 回日本乾癬学会（京都） 

35. 森田明理、奥山隆平、加藤則人、立石千

晴、益田浩司、小川英作、牧野貴充、西

田絵美、鶴田大輔、尹 浩信。「乾癬性

関節炎患者を対象とした adalimumab

の有効性の検討」2019.8.30-31 第 34

回日本乾癬学会（京都） 

36. 渡邉千夏、梶原一亨、尹 浩信。「セク

キヌマブ加療中に間質性肺炎を発症し、

イキセキズマブ加療中に間質性肺炎が

出現していない尋常性乾癬の 1 例」

2019.8.30-31 第 34 回日本乾癬学会

（京都） 

37. 牧野貴充、尹 浩信、中川基生、奥山隆

平、加藤則人、立石千晴、益田浩司、小

川英作、西田絵美、鶴田大輔、森田明理。

「乾癬性関節炎におけるMRIを用いた

ア ダ リ ム マ ブ の 有 効 性 の 検 討 」

2019.8.30-31 第 34 回日本乾癬学会

（京都） 

38. 澤村創一郎、牧野雄成、尹 浩信。「全

身性強皮症における I 型コラーゲン発

現の特徴と IL-22 による microRNA を

介した病態への関与」2019.9.7-8 第 71

回日本皮膚科学会西部支部学術大会

（高知） 

39. 徳澄亜紀、梶原一亨、牧野雄成、三宅大
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我、尹 浩信。「鼻先部に生じた血管肉

腫の 1 例」2019.9.7-8 第 71 回日本皮膚

科学会西部支部学術大会（高知） 

40. 坂元亮子、梶原一亨、大塚紗季、金澤早

織、尹 浩信。「熊本大学における頭部

血管肉腫 43 例（2004 年〜2008 年）の

統計学的検討」2019.9.7-8 第 71 回日本

皮膚科学会西部支部学術大会（高知） 

41. Sakamoto R, Kajihara I, Maeda-

Otsuka S, Yamada-Kanazawa S, 

Masuzawa M, Masuzawa M, Amoh Y, 

Hoshina D, Abe R, Ihn H. Endoglin 

enhances the progression of 

angiosarcoma through the regulation 

of non-Smad TGf-β 

signaling.2019.9.18-21 49 th ESDR 

(BordeauX) 

42. Kuriyama H, nFukushima S, Kimura 

T, Kadoshita-Tsuru M, Kubo Y, 

Nakahara S, Tokuzumi A, Miyashita 

A, Tsukamoto H, Inozume T, Zhang R, 

Uemura Y, Senju S, Nishimura Y, Ihn 

H. Immunotherapy with 4-1BBL-

expressing iPS cell-derived myeloid 

lines. 

2019.9.18-21 49 th ESDR (BordeauX) 

43. Fukushima S, Kubo Y, Miyashita A, 

Tomita Y, Wakamatsu K, Ihn H.  

Serum levels of HGF are correlated 

with response to PD-1 blockades in 

patients with metastatic melanoma.  

2019.9.18-21 49 th ESDR (BordeauX) 

44. 福島 聡、久保陽介、宮下 梓、冨田雄

介、若松一雅、尹 浩信。「Serum 

concentrations of HGF are coirrelated 

with response to PD-1 blockades in 

patients with metastatic melanoma」

2019.9.26-28 第 78回日本癌学会学術

大会（京都） 

45. Yokota K, Isei T, Uhara H, Fujisawa 

Y, Takenouchi T, Kiyohara Y, Uchi H, 

Saruta H, Ihn H, Inozume T, 

Watanabe D, Takahashi A, 

Fukushima S, Kitano S, Nakayama T, 

Yamashita M, Nakatsura T, Aoki K, 

Tanaka M, Yamazaki N.  Final 

results from phase II of Combination 

with Canerpaturey (formaly HF10), 

an oncolytic viral immunotherapy, 

and ipilimumab in unresectable or 

metastatic melanoma in 2nd or later 

line treatment.2019.9.27-10.1 

ESMO Congress 2019（Baecelona） 

46. 田中憲一郎、梶原一亨、山下智香、伊方

敏勝、青井 淳、尹 浩信。「術後放射

線治療にて寛解を維持しているメルケ

ル細胞癌の 1 例」2019.9.29 日本皮膚

科学会第 227 回熊本地方会 

47. 水橋 覚、梶原一亨、尹 浩信、野上玲

子、石井則久。「ハンセン病との鑑別を

要した Mycobacterium Chelonae の 1

例」2019.9.29 日本皮膚科学会第 227

回熊本地方会 

48. 金丸 央、井上久仁子、福島 聡、尹 

浩信。「Oral mite anaphylaxisの 1例」

2019.9.29 日本皮膚科学会第 227 回
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熊本地方会 

49. 金子彰良、島田秀一、水橋 覚、島田佳

奈子、城野剛充、尹 浩信、牧野公治。

「皮膚腺病の 1 例」2019.9.29 日本皮

膚科学会第 227 回熊本地方会 

50. Kuriyama H, Fukushima S, Kimura T, 

Kadoshisa-Tsuruta M, Kubo Y, 

Nakahara S, Tokuzumi A, Miyashita 

A, Tsukamoto H, Inozume T, Zhang R, 

Uemura Y, Senju S, Nishimura Y, Ihn 

H.  Immunotherapy against 

malignant melanoma with iPS cell-

derived myeloid lines expressing 4-

1BBL. 

2019.11.8-9 The 44 th Annual 

Meeting of the Japanese Society for 

Investigative Dermatology (Apmori, 

Japan) 

51. Takeichi T, Kawamoto A, Nagamoto E, 

Murase C, Shimizu E, Kageshita Y, 

Fukushima S, Kono M, Ishikawa J, 

Ihn H, Akiyama M. Ceramide 

reduction in stratum corneum of Neu-

Laxova syndrome caused by 

phosphoglycerate dehydrogenase 

deficiency.2019.11.8-9 The 44 th 

Annual Meeting of the Japanese 

Society for Investigative Dermatology 

(Apmori, Japan) 

52. Sakamoto R, Kajihara I, Maeda-

Otsuka S, Yamada-Kanazawa S, 

Masuzawa M, Masuzawa M, Amoh Y, 

Hoshina D, Abe R, Ihn H. Inhibiton of 

endoglin exerts an antitumor effect in 

angiosarcoma through the regulation 

of non-Smad TGf-β 

signaling2019.11.8-9 The 44 th 

Annual Meeting of the Japanese 

Society for Investigative Dermatology 

(Apmori, Japan) 

53. Yamada-Kanazawa S, Kajihara I, 

Tasaki Y, Sakamoto R, Maeda-Otsuka 

S, Ihn H.  The expression of EpCAM 

in extramammary Paget’s 

disease.2019.11.8-9 The 44 th Annual 

Meeting of the Japanese Society for 

Investigative Dermatology (Apmori, 

Japan) 

54. Kajihara I, Mijiddorj T, Maeda-

Otsuka S, Sakamoto R, Sawamura S, 

Yamada-Kanazawa S, Egashira S, 

Makino K, Miyashita A, Aoi J, 

Makino T, Fukushima S, Jinnin M, 

Ihn H.  Clinical significance of serum 

cell free DNA levels in 

extramammary Paget’s 

disease.2019.11.8-9 The 44 th Annual 

Meeting of the Japanese Society for 

Investigative Dermatology (Apmori, 

Japan) 

55. Makino K, Trojanowska M, Ihn H.  

Roles of platelet-derived growth 

factor receptor (PDGFR) inhibitor for 

the fibrosis of systemic sclerosis. 

2019.11.8-9 The 44 th Annual 

Meeting of the Japanese Society for 
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Investigative Dermatology (Apmori, 

Japan) 

56. 小川英作、奥山隆平、益田浩司、加藤則

人、立石千晴、鶴田大輔、牧野貴充、尹 

浩信、西田絵美、森田明理。「乾癬性関

節炎患者を対象としたアダリムマブの

有用性：QOL 評価」2019.11.16-17 第

83 回日本皮膚科学会東京・東部支部合

同学術大会（東京） 

57. 梶原一亨、Mijiddorj Tselmeg、尹 浩信。

「乳房外 Paget 病における血清 cell free 

DNA 濃度の意義」 

58. 永野美和、中山若菜、本多教稔、福島 

聡、尹 浩信、山川詩織、中根俊成。「ア

ナフィラキシー症状を呈した減汗性コ

リン性蕁麻疹の 1 例」 

59. 野口博光、松本忠彦、比留間政太郎、浅

尾香恵、福島 聡、尹 浩信。「エフィ

コナゾール爪外用液による爪白癬の治

療」 

60. 丸田志野、牧野雄成、青井 淳、尹 浩

信。「40 歳代女性の背部に生じた

bullous morphea の 1 例」 

61. 島田佳奈子、牧野雄成、江頭 翔、伊方

敏勝、増口信一、尹 浩信。「大腿外側

に 生 じ た 巨 大 な chronic expanding 

hematoma の 2 例」 

62. Katsunari Makino, Maria Trojanowska, Ihn 

H.  Roles of platelet-derived growth factor 

receptor (PDGFR) for the fibrosis of 

systemic sclerosis. 全身性強皮症の線維

化に対して platelet-derived growth factor 

receptor (PDGFR)阻害剤が与える影響の

検討。 

63. 渡邉千夏、宮下 梓、牧野雄成、尹 浩

信。「漿液性網膜剥離を伴った SLE の

1 例」 

64. 中島聡子、宮下 梓、木村俊寛、栗山春

香、山下智香、神人正寿、大岡大社、斉

藤文誉、田代浩徳、尹 浩信。「悪性腫

瘍の治療のみでは不十分でステロイド

導入に至った卵巣癌合併の皮膚筋炎の

1 例」 

65. 坂元亮子、梶原一亨、大塚紗季、金澤早

織、尹 浩信。「当科における血管肉腫

の臨床的検討」 

66. 金子彰良、梶原一亨、宮下 梓、尹 浩

信。「突然の胸痛を認めた、心筋障害を

合併した overlap 症候群の 1 例」 

67. 中原智史、城野剛充、牧野公治、牧野貴

充、境 恵祐、福島 聡、尹 浩信、土

田 徹。「手術により救命し得た創傷型

ビブリオ感染症による壊死性筋膜炎の

1 例」 

68. 宮下加奈子、梶原一亨、尹 浩信、石井

文人、橋本 隆。「リナグリプチン内服

中に生じた限局性類天疱瘡の 1 例」 

69. 稲森有貴子、福島 聡、久保陽介、中原

智史、宮下 梓、鶴田美菜、徳済亜紀、

新森大祐、藤井良彦、高村晴香、折田頼

尚、尹 浩信。「抗 PD-1 抗体のバイオ

マーカーとしての血清 PD-L1 濃度の検

討」 

70. 浦田和美、梶原一亨、大塚紗季、金澤早

織、牧野雄成、青井 淳、牧野貴充、福

島 聡、神人正寿、尹 浩信。「乳房外
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パジェット病における CDK4 蛋白質発

現の検討」 

71. 西村泰治、藤枝浩司、宮下 梓、福島 

聡、池田徳典、久保陽介、千住 覚、尹 

浩信、押海裕之、塚本博丈。「担がん個

体における IL-6 シグナルを介した Th1

応答抑制とその解除療法の奏功」 

72. Isei T, Yokota K, Uhara H, Fujisawa Y, 

Takenouchi T, Kiyohara Y, Uchi H, Saruta 

H, Ihn H, Inozume T, Watanabe D, 

Takahashi A, Fukushima S, Tanaka M, Y 

amazaki N.  Topline results from phase II 

of combination treatment with canerpaturev 

(HF10), an oncolytic viral immunotherapy, 

and ipilimumab in patients with 

unresectable or metastatic melanoma after 

anti-PD-1 therapy. 

73. 増田未散、本多教稔、宮下 梓、尹 浩

信。「褥瘡予防ケア推進のための体制整

備と要因分析教育の効果（第 2 報）」 

74. 中島聡子、宮下 梓、谷川広紀、工藤英

郎、神人正寿、尹 浩信。「扁平苔癬型

薬疹の 1 例」 

75. 福島 聡、稲森有貴子、久保陽介、中原

智史、宮下 梓、新森大祐、尹 浩信。

「メラノーマ患者における血清可溶性

PD-L1 濃度の検討」 

76. 渡邉千夏、梶原一亨、尹 浩信。「透析

シャント部位に一致してケブネル現象

をきたした膿疱性乾癬の 1 例」 

77. 宮下加奈子、本多教稔、梶原一亨、尹 

浩信。「心不全を伴う膿疱性乾癬にイキ

セキズマブを投与し著効した 1 例」 

78. 牧野雄成、神人正寿、尹 浩信。「全身

性強皮症の過剰な I 型コラーゲン産生

におけるマイクロ RNA let-7a の役割の

検討 The role of microRNA let-7a to the 

excessive production of type I collagen in 

systemic sclerosis」 

79. 福島 聡、稲森有貴子、久保陽介、中原

智史、宮下 梓、鶴田美菜、徳澄亜紀、

新森大祐、熊井良彦、高村晴香、折井頼

尚、尹 浩信。「血清可溶性 PD-L1 濃

度のメラノーマ患者における検討」 

80. 金丸 央、佐藤 荘、福島 聡、尹 浩

信、審良 静男。「腫瘍関連マクロファ

ージにおける転写因子 BATF2 の IL-

12p40 発現促進による抗腫瘍効果」 

81. 山﨑直也、横田憲二、清原祥夫、猪爪隆

史、尹 浩信、竹之内辰也、閌 康博、

Stefan Suciu、Alexander Eggermont。「ス

テージ III悪性黒色腫に対するペンブロ

リズマブ術後補助療法の第 3 相試験

（EROTC1325/KEYNOTE-054）の日本

人集団解析」 

82. 清原祥夫、山﨑直也、宇原 久、上原治

朗、藤本 学、竹之内辰也、大塚正樹、

内 博史、尹 浩信、南 博信。「根治

切除不能な化学療法未治療の悪性黒色

腫を対象としたニボルマブ国内第 II 相

試験（ONO-4538-08）長期追跡」 

83. 藤澤康弘、横田憲二、竹之内辰也、尹 

浩信、内 博史、猪爪隆史、清原祥夫、

宇原 久、山﨑直也。「日本人進行期悪

性黒色腫患者を対象としたペンブロリ

ズマブの第 Ib 相試験の最終解析」 
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84. 宮下 梓、福島 聡、宮村智裕、山下智

香、宮本英明、尹 浩信。「治療に難渋

した免疫チェックポイント阻害薬によ

る腸炎の 2 例」 

85. 水橋 覚、宮下 梓、福島 聡、尹 浩

信。「上口唇、咽頭に多発した原発悪性

黒色腫の 1 例」 

86. 金丸 央、佐藤 荘、福島 聡、尹 浩

信、審良静男。「転写因子 BATF2 の IL-

12p40 発現促進による抗腫瘍効果につ

いて」 

87. 坂元亮子、宮下 梓、久保正英、尹 浩

信。「多剤免疫抑制療法にて救命しえた

急速進行性間質性肺炎を合併した無筋

性皮膚筋炎の 1 例」 

88. 牧野雄成、Maria Trojanowska、尹 浩信。

「全身性強皮症の線維化病態に対して

platelet-derived growth factor receptor 

(PDGFR)阻害剤が与える影響の検討 

Effects of platelet-derived growth factor 

receptor (PDGFR) inhibitor for the fibrosis 

of systemic sclerosis」 

89. Jinnin M, Fukushima S, Ihn H.  Long-term 

observation of dermoscopic findings in 

patients with infantile hemangioma. EADC 

90. Fukushima S, Inamori Y, Kubo Y, 

Nakahara S, Miyashita A, Kadoshita M, 

Tokuzumi A, Masuguchi S, Niimori D, 

Jinnin M, Ihn H.  Serum levels of soluble 

programmed death-ligand 1 in patients with 

metastatic melanoma treated with anti-

programmed death-ligand 1 antibodies. 

91. 浦田和美、梶原一亨、大塚沙希、金澤早

織、牧野雄成、青井 淳、牧野貴充、福

島 聡、神人正寿、尹 浩信。「乳房外

パジェット病における CDK4 蛋白質発

現の検討」 

92. 廣瀬美希、野口博光、比留間政太郎、松

本忠彦、福島 聡、尹 浩信。「Fusarium 

petroliphilum による趾間びらん症」 

93. 川野勇歩、江川清文、尹 浩信。「病変

の一部に対する電気凝固療法を契機に

全体が消退した尖圭コンジローマの 1

例」 

94. 島田佳奈子、福島 聡、江頭 翔、尹浩

信、立津 央。「皮膚生検後に消退した

皮膚原発びまん性大細胞型 B 細胞リン

パ腫—下肢型の 1 例」 

95. 石松翔子、梶原一亨、城野剛充、立津 

央、尹浩信。「エトポシド、モガムリズ

マブが奏功した末梢性 T 細胞リンパ腫、

非特異型の１例」 

96. 池田 勇、尹 浩信。「イミキモドが奏

効した顔面扁平上皮癌の 1 例」 

97. 金子彰良、新森大祐、市原麻子、藤松昴

一郎、尹 浩信。「関節リウマチ、糖尿

病、末梢動脈閉塞、深部静脈血栓症、皮

膚血管炎による難治性皮膚潰瘍の 1例」 

98. 西田絵美、森田明理、小川英作、奥山隆

平、加藤則人、益田浩司、立石千晴、鶴

田大輔、牧野貴充、尹 浩信。「関節症

性乾癬患者を対象とした adalimumab の

有用性の検討」 

99. 宮村智裕、梶原一亨、牧野雄成、尹浩信。

「喉頭炎、声帯麻痺を合併した Sweet`s 

disease」 
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100. Miyashita A, Fukushima S, Nakahara S, 

Kubo Y, Tokuzumi A, Tsuruta-Kadohisa M, 

Kimura T, Kuriyama H, Ihn H.  

Pretreatment serum CTLA-4 is a potential 

biomarker of a risk of immune-related 

adverse events in metastatic melanoma. 

101. Tsuruta-Kadohisa M, Fukushima S, 

Miyashita A, Aoi J, Kubo Y, Nakahara S, 

Kuriyama H, Kimura T, Ihn H.  The novel 

diagnostic system to distinguish melanoma 

from nevus using droplet digital PCR. 

102. 石橋卓行、本多教稔、梶原一亨、伊方敏

勝、尹 浩信。「脊髄損傷患者の難治性

仙骨部褥瘡に対してエタノール硬化療

法とシューレース法を併用し施行した

症例」 

103. 尹 浩信。「全身性強皮症に伴う手指潰

瘍治療の実際」 

104. 廣瀬美希、野口博光、比留間政太郎、松

本 忠 彦 、 福 島  聡 、 尹  浩 信 。

「 pleurostomophora richardsiae による

subcutaneous cystic phaeohyphomycosis」 

105. 松下晴香、伊方敏勝、福島 聡、大園一

隆、本田由美、石原 剛、尹 浩信。

「Muir-Torre 症候群の 1 例」 

106. 宮村智裕、石松翔子、工藤英郎、新森大

祐、梶原一亨、宮下 梓、米村雄士、尹 

浩信。「難治性皮膚潰瘍に末梢血単核球

移植が奏効した結節性多発動脈炎の 1

例」 

107. 石松翔子、梶原一亨、小島摂、市原麻子、

宮脇由美子，泉 健太郎、西江 渉、尹

浩信。「DPP-4 阻害薬内服中に発症した

水疱性類天疱瘡の１例」 

108. 2018.1.13 厚生労働省「強皮症・皮膚線

維化疾患の診断基準・重症度分類・診療

ガイドラインに関する研究」研究班

2017 年度班会議・第 21 回強皮症研究会

議（東京） 

109. 沖山奈緒子、浅野善英、濱口儒人、神人

正寿、茂木精一郎、小泉 遥、長谷川 

稔、石川 治、佐藤伸一、竹原和彦、山

本俊幸、藤本 学、尹 浩信。「成人限

局性強皮症の新規簡易日常生活動作障

害スコアリングシステムの有効性」 

110. 澤村創一郎、牧野雄成、神人正寿、尹 

浩信。「皮膚画像解析ソフト（VISIA-

Evolution®）を用いた全身性強皮症患者

の顔面皮膚の状態の解析」 

111. 2018.1.13 厚生労働省「強皮症・皮膚線

維化疾患の診断基準・重症度分類・診療

ガイドラインに関する研究」研究班

2017 年度班会議・第 21 回強皮症研究会

議（東京） 

112. 宇都宮 彗、長谷川 稔、浅野善英、石

川 治、遠藤平仁、小川文秀、川口鎮司、

桑名正隆、後藤大輔、佐藤伸一、高橋裕

樹、竹原和彦、田中住明、藤本 学、尹 

浩信。「本邦における全身性強皮症早期

重症例の臨床症状の推移：多施設前向

き研究」2018.1.13 厚生労働省「強皮

症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度

分類・診療ガイドラインに関する研究」

研究班 2017 年度班会議・第 21 回強皮

症研究会議（東京） 

113. 岡 晃、石川 治、竹原和彦、藤本 学、
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長谷川 稔、桑名正隆、川口鎮司、山本

俊幸、高橋裕樹、後藤大輔、佐藤伸一、

浅野善英、遠藤平仁、神人正寿、尹 浩

信。「全身性強皮症エクソーム解析」

2018.1.13 厚生労働省「強皮症・皮膚線

維化疾患の診断基準・重症度分類・診療

ガイドラインに関する研究」研究班

2017 年度班会議・第 21 回強皮症研究会

議（東京） 

114. 島田秀一、牧野雄成、神人正寿、尹 浩

信。「全身性強皮症における C-X-C motif 

chemokine ligand 17（CXCL-17）の機能

の検討」2018.1.13 厚生労働省「強皮

症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度

分類・診療ガイドラインに関する研究」

研究班 2017 年度班会議・第 21 回強皮

症研究会議（東京） 

115. 小泉 遼、Vu Huy Luong、知野剛直、尾

山徳孝、長谷川稔、丹羽眞一郎、大塚雅

巳、尹 浩信。「強皮症マウスモデルを

用いた既存化合物LKC0008の抗線維化

作用の検討」2018.1.13 厚生労働省「強

皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症

度分類・診療ガイドラインに関する研

究」研究班 2017 年度班会議・第 21 回

強皮症研究会議（東京） 

116. 牧野雄成、Maria Trojanowska、尹 浩信。

「全身性強皮症の線維化病態に対して

platelet-derived growth factor receptor 

(PDGFR)阻害剤が与える影響の検討」

2018.1.13 厚生労働省「強皮症・皮膚線

維化疾患の診断基準・重症度分類・診療

ガイドラインに関する研究」研究班

2017 年度班会議・第 21 回強皮症研究会

議（東京） 

117. Oka A, Asano Y, Hasegawa M, Fujimoto M, 

Ishikawa O, Kuwana M, Kawaguchi Y, 

Yamamoto T, Takahashi H, Goto D, Endo 

H, Jinnin M, Takehara K, Sato S, Ihn H.  

RXRB is a MHC-encoded susceptibility 

gene associated with anti-topoisomerase I 

antibody-positive systemic sclerosis. 

118. 2017.12.15-17 42 th Annual Meeting of 

the Japanese Society for Investigative 

Dermatology（Kochi） 

119. Fukushima S, Inamori Y, Kubo Y, 

Nakahara S, Miyashita A, Tsuruta M, 

Tokuzumi A, Niimori D, Jinnin M, Ihn H.  

Serum levels of soluble PD-L1 in patients 

with metastatic melanoma treated with anti-

PD-1 antibodies. 

120. 2017.12.15-17 42 th Annual Meeting of 

the Japanese Society for Investigative 

Dermatology（Kochi） 

121. Sawamura S, Jinnin M, Shimbara M, 

Nakamura K, Kudo H, Inoue K, Nakayama 

W, Kajihara I, Fukushima S, Ihn H.  

Serum α1(I) collagen DNA as a potential 

biomarker for scleroderma 

patients.2017.12.15-17  42 th Annual 

Meeting of the Japanese Society for 

Investigative Dermatology（Kochi） 

122. 牧野雄成、神人正寿、尹 浩信。「全身

性強皮症の過剰な I 型コラーゲン産生

におけるマイクロ RNA let-7a の関与の

検討」Makino K, Jinnin M, Ihn H.  The 
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contribution of microRNA let-7a to the 

excessive production of type I collagen in 

systemic sclerosis.2017.12.6-9 2017年度

生命科学系学会年次大会第 40回日本分

子生物学会年会・第 40 回日本生化学大

会（神戸） 

123. 梶原一亨、尹 浩信。「乳房外パジェッ

ト病における 5-FU 代謝酵素の発現レ

ベル」2017.12.6-9 2017 年度生命科学

系学会年次大会第 40回日本分子生物学

会年会・第 40回日本生化学大会（神戸） 

124. 水橋 覚、中山若菜、梶原一亨、尹 浩

信。「尋常性乾癬に合併した水疱性類天

疱瘡の 1 例」2017.12.3 日本皮膚科学

会第 221 回熊本地方会 

125. 草葉雄道、青井 淳、牧野雄成、江頭 

翔、尹 浩信。「脂腺母斑より生じた骨

化を伴う基底細胞癌の 1 例」2017.12.3 

日本皮膚科学会第 221 回熊本地方会 

126. 金子彰良、三宅大我、牧野雄成、市原麻

子、尹 浩信。「左耳介後部に生じた

warty dyskeratoma の 1 例」2017.12.3 日

本皮膚科学会第 221 回熊本地方会 

127. 1190. 草葉雄道、青井 淳、牧野雄成、

江頭 翔、尹 浩信。「脂腺母斑より生

じた骨化を伴う基底細胞癌の 1 例」

2017.12.3 日本皮膚科学会第 221 回熊

本地方会 

128. 廣瀬美希、野口博光、比留間政太郎、松

本忠彦、福島 聡、尹 浩信。「健常人

に生じた candida albicans による多発皮

下膿瘍」2017.12.3 日本皮膚科学会第

221 回熊本地方会 

129. Kudo H, Jinnin M, Ihn H.  Dysregulated 

interleukin-37 signaling contributes to the 

increased collagen production in 

scleroderma skin. 2017.10.29-11.2 

International Cytokine & Interferon Society 

2017（金澤） 

130. 廣瀬美希、野口博光、比留間政太郎、松

本忠彦、加納 塁、矢口貴志、田中 勝、

尹 浩信。「Botryosphaeria dothidea によ

る爪黒色菌糸症」2017.10.28-29 第 69

回日本皮膚科学会西部支部学術大会

（熊本） 

131. 池田 勇、工藤英郎、山ノ内祥訓、中西

義孝、尹 浩信。「小型・低価格な顕微

鏡カメラの開発」2017.10.28-29 第 69

回日本皮膚科学会西部支部学術大会

（熊本） 

132. 山下智香、神人正寿、尹 浩信。「当院

における乳児血管腫に対するプルプラ

ノール内服療法の検討」2017.10.28-29 

第 69回日本皮膚科学会西部支部学術大

会（熊本） 

133. 宮下加奈子、伊方敏勝、石橋卓行、増口

信一、佐藤広生、坂口 尚、福島 聡、

尹 浩信。「放射線療法、CA 療法が著

効し、神経脈管浸潤を伴った鼠径リン

パ節転移有棘細胞癌に手術が可能とな

った 1 例」2017.10.28-29 第 69 回日本

皮膚科学会西部支部学術大会（熊本） 

134. 栗山春香、福島 聡、木村俊寛、鶴田美

菜、久保陽介、徳澄亜紀、中原智史、宮

下 梓、神人正寿、尹 浩信。「免疫チ

ェックポイント阻害薬を使用した悪性
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黒色腫例の臨床的検討」2017.10.28-29 

第 69回日本皮膚科学会西部支部学術大

会（熊本） 

135. 石松翔子、工藤英郎、新森大祐、米村雄

士、梶原一亨、牧野雄成、尹 浩信。「当

科における難治性皮膚潰瘍に対する再

生医療の取り組み」2017.10.28-29 第

69 回日本皮膚科学会西部支部学術大会

（熊本） 

136. 山本俊幸、神人正寿、尹 浩信。全身性

強皮症・限局性強皮症・好酸球性筋膜

炎・硬化性萎縮性苔癬 診療ガイドラ

イン講習会 4「好酸球性筋膜炎」

2017.10.28-29 第 69 回日本皮膚科学会

西部支部学術大会（熊本） 

137. Kanemaru H, Satoh T, Fukuhsima S, Ihn H, 

Akira S.  The antitumor effect of basic 

leucine zipper transcription factor ATF-like 

2 through IL-12 p40 

upregulation.2017.9.27-30,47 th Annual 

ESDR Meeting 2017 (Salzburg) 

138. Tsuruta M, Fukushima S, Hayano S, 

Yoshikawa T, Kawabe K, Makino T, Jinnin 

M, Ihn H.  Secreted protein acidic and rich 

in Cysteine, a new biomarker of localized 

scleroderma. 2017.9.27-30,47 th Annual 

ESDR Meeting 2017 (Salzburg) 

139. Hasegawa M, Luong VH, Chino T, Oyama 

N, Sasaki Y, Ogura D, Niwa S, Fujita M, 

Okamoto Y, Otsuka M, Ihn H.  A novel 

TGF-β/Smad signaling inhibitor 

ameliorates bleomycin-induced skin 

fibrosis.2017.9.27-30,47 th Annual ESDR 

Meeting 2017 (Salzburg) 

140. Sawamura S, Jinnin M, Shimbara M, 

Nakamura K, Kudo H, Inoue K, Nakayama 

W, Kajihara I, Fukushima S, Ihn H.  

Serum levels of genomic DNA of α1(I) 

collagen are detectable and elevated in 

scleroderma patients.2017.9.27-30,47 th 

Annual ESDR Meeting 2017 (Salzburg) 

141. Fukushima S, Inoue H, Park J, Kiyotani K, 

Kiniwa Y, Fujisawa Y, Kato H, Asai J, 

Yokota K, Ihn H, Nakamura Y.  Immune 

biomarkers to predict response of 

nivolimab, intratumoral gene expression 

and T cell receptor repertoire analysis.  

2017.9.27-30,47 th Annual ESDR Meeting 

2017 (Salzburg) 

142. Kubo Y, Fukushima S, Nakahara S, 

Miyasita A, Zhang R, Iwama T, Nakatsura 

T, Uemura Y, Senju S, Hironobu Ihn.  

Immunotherapy against metastatic 

melanoma with iPS cell-derived myeloid 

cell lines producing IFN-β or IL-

15.2017.9.27-30,47 th Annual ESDR 

Meeting 2017 (Salzburg) 

143. 牧野貴充、神人正寿、梶原一亨、牧野雄

成、本多教稔、尹 浩信。「全身性強皮

症におけるボセンタンの皮膚潰瘍抑制

効果と副作用の検討。」2017.9.23-24 第

81 回日本皮膚科学会東部支部学術大会

（福島） 

144. 市原麻子、神人正寿、尹 浩信。「乾癬

患者血清を用いたエキソソーム測定」

2017.9.8-9 第 32 回日本乾癬学会学術
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大会（東京） 

145. 渡邉千夏、梶原一亨、市原麻子、尹 浩

信。「当院におけるアダリムマブ治療の

検討」2017.9.8-9 第 32 回日本乾癬学会

学術大会（東京） 

146. 梶原一亨、赤池公考、尹 浩信。「セク

キヌマブ加療中に間質性肺炎を発症し

た尋常性乾癬の 1 例」2017.9.8-9 第 32

回日本乾癬学会学術大会（東京） 

147. 福島 聡、梶原一亨、宮下 梓、浅尾香

恵、藤澤明彦、浅尾香恵、神人正寿、尹 

浩信。「インフリキシマブで多発性筋炎

を発症した尋常性乾癬の 1 例」2017.9.8-

9 第 32 回日本乾癬学会学術大会（東

京） 

148. 市原麻子、中村香代、島田秀一、牧野貴

充、福島聡、神人正寿、尹浩信。「治療

に難渋した劇症型痤瘡の 1 例」

2017.7.29-30 第 35 回日本美容皮膚科

学会（大阪） 

149. 渡邉千夏、神人正寿、藤澤明彦、尹 浩

信、天野冨貴子。「プロプラノール内服

治療を行った消退期の乳児血管腫の 1

例」2017.7.29-30 第 35 回日本美容皮膚

科学会（大阪） 

150. 山下智香、神人正寿、石松翔子、宮下 

梓、福島 聡、尹 浩信。「当院におけ

る円形脱毛症に対するステロイドパル

ス療法の有効性についての検討」

2017.7.29-30 第 35 回日本美容皮膚科

学会（大阪） 

151. 神人正寿、尹 浩信。「術後電子線照射

を行ったカポジ肉腫様血管内皮細胞腫

の一例」2017.7.14-15 第 14 回日本血管

腫血管奇形学会（福島） 

152. 山下智香、影下雄一、宮下 梓、福島 

聡、神人正寿、尹 浩信。「進展経過を

長期間観察し得た爪甲下 melanoma in 

situ の 2 例こ b」2017.6.30-7.1 第 33 回

日本皮膚悪性腫瘍学会（秋田） 
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